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編
集
後
記

　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
始
ま
っ
た

早
春
、
百
年
に
一
度
と

言
わ
れ
る
大
不
況
の
な

か
日
本
中
が
大
興
奮
し

た
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で

し
た
。

　

由
良
町
議
会
も
新
し

い
議
会
運
営
組
織
が
決

ま
り
、
議
会
の
進
め
方

も「
委
員
会
付
託
方
式
」

か
ら
「
本
会
議
主
義
」

と
い
う
会
議
方
式
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
通

じ
て
よ
り
解
り
や
す
い

「
お
茶
の
間
議
会
」
と

し
て
議
会
活
動
を
行
う

と
決
意
新
た
に
10
名
の

議
員
が
頑
張
っ
て
行
き

ま
す
。　
　
　
　
（
貴
）

　こ
の
度
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長
に
選
任

さ
れ
、
光
栄
と
同
時
に
そ
の
重
責
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　地
方
行
政
は
非
常
に
き
び
し
い
時
代
で
あ
り

ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご
要
望
に
応
え
ら

れ
る
様
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
「
開
か

れ
た
議
会
」
を
め
ざ
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

　町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　先
般
の
臨
時
議
会
で
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
っ
て
議
会
が

よ
り
身
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　議
会
用
語
は
、
専
門
用
語
が
多
い
で
す
が
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
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読
売
新
聞
が
、
創
刊
１
３

５
周
年
を
記
念
し
て
新
時
代

の
景
観
を
選
ぶ「
平
成
百
景
」

に
白
崎
海
岸
の
美
し
い
景
観

が
19
位
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

ご
投
票
頂
き
ま
し
た
町
民

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
『
第
20
回
元
気
ゆ
ら
！
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
、
５
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
白
崎
海
洋
公
園
内

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

友
人
知
人
を
誘
っ
て
、
ご

家
族
皆
さ
ん
で
由
良
の
宝
・

白
崎
の
美
し
さ
を
再
確
認
し

に
つ
れ
も
て
い
こ
ら
!!

●
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は

　
「
産
業
建
設
課
」

　

℡
６
５
│
０
２
０
０
ま
で

「白崎海岸」平成百景に
　　　　　　堂々の19位
「白崎海岸」平成百景に
　　　　　　堂々の19位
「白崎海岸」平成百景に
　　　　　　堂々の19位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

富士山
昇仙峡
知床
十和田湖・奥入瀬川
合掌造り
京都の寺社
姫路城
上高地
函館の夜景
尾瀬
高千穂峡
宮島
甲府盆地の夜景
秩父夜祭
縄文杉

山梨・静岡
山梨
北海道
青森・秋田
岐阜・富山
京都
兵庫
長野
北海道
群馬・福島・新潟
宮崎
広島
山梨
埼玉
鹿児島

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

東京タワー
美瑛の丘
釧路湿原
白崎海岸
伊勢神宮
阿蘇山
黒部ダム
霞ヶ浦の帆引き船
曽木の滝
日光の社寺・杉並木
錦帯橋
東京ディズニーリゾート
蔵王
サンゴ礁
原爆ドーム

東京
北海道
北海道
和歌山
三重
熊本
富山
茨城
鹿児島
栃木
山口
千葉
山形・宮城
沖縄
広島

平成百景認定地

由良中学校　開校
心に「夢・友愛・勇気」を
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皆さんの声を議場で反映させます!!

交
付
税
の
算
定
の
中
に
は
、
農
家
戸
数

が
入
っ
て
い
ま
す
。
国
土
保
全
と
か
の

意
味
合
い
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

交
付
税
を
ど
う
生
か
す
の
か
？

（
総
務
政
策
課
長
）
農
家
数
を
測
定
単

位
と
し
て
単
位
費
用
１
戸
に
つ
き
、
８

万
６
千
円
が
国
の
ほ
う
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
農
業
行
政
に
対
す
る
予
算
の
反
映
を
な

る
べ
く
や
っ
て
い
き
ま
す
。

由
良
町
は
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
、
医

療
費
無
料
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
県
的

に
見
て
良
い
施
策
で
す
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
県
の
「
紀
州
っ

子
政
策
」
に
基
づ
い
た
第
３
子
以
降
の
５
歳
児

未
満
の
保
育
料
を
、
無
料
に
す
る
と
言
う
こ
と

で
す
が
、
町
単
独
で
保
育
料
金
を
第
３
子
以
降

は
完
全
無
料
化
に
出
来
な
い
の
か
？

（
町
長
）
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
、
と
い

う
の
が
基
本
で
す
。

　

子
育
て
支
援
の
要
望
と
し
て
承
っ
て
お
き
ま

す
。

農
業
の
活
性
化
を

子
育
て
支
援
の
充
実
を

畑
小
は
統
合
す
る
の
か
？

由
良
中
学
校
に
お
い
て
、
保
護
者
か
ら

給
食
実
施
の
声
が
多
い
。

　

施
設
状
況
で
は
、
給
食
が
で
き
る
施
設
だ
と

考
え
る
が
、「
教
育
委
員
会
」
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
？

（
教
育
長
）
中
学
校
で
も
、
給
食
の
実

施
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

３
月
の
学
校
説
明
会
で
保
護
者
の
方
に
集

ま
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
の
回
答
と
し
て
は
、
速
や
か
に
実

施
す
る
方
向
で
保
護
者
に
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

中
学
校
の
給
食
は
？

広
川
風
力
の

　
　
　固
定
資
産
税
額
は
？

由
良
小
学
校
へ
統
合
す
る
の
か
？　

そ

の
時
期
の
大
体
の
目
安
を
お
聞
き
し
た

い
。

（
教
育
長
）
畑
小
学
校
の
統
合
と
い
う

話
が
前
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　

畑
小
学
校
の
耐
震
に
つ
い
て
は
、
危
惧
さ
れ

る
面
が
あ
り
ま
す
。

　

近
々
、
そ
う
い
う
形
で
の
統
合
に
向
け
て
考

え
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問答
広
川
風
力
発
電
所
が
、
畑
区
の
背
後
の

山
に
16
基
あ
り
ま
す
。

　

現
実
に
は
、
広
川
町
に
12
基
、
由
良
町
に
は

４
基
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
は
い

く
ら
か
？（

税
務
課
長
）
約
９
５
２
万
円
の
税
収

を
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

問答

問答 問答答 問

元気な由良を「一般会計」当初予算30億7,000万円

広
域
事
務
組
合
か
ら
の
「
ふ
る
さ
と
市

町
村
圏
基
金
出
資
金
の
返
還
金
２
億

円
」
に
つ
い
て
、
元
々
の
原
資
は
、
市
町
村
単

独
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
説
明
し
て
欲

し
い
。（

総
務
政
策
課
長
）
平
成
２
年
、
３
年
、

７
年
の
３
ヶ
年
で
、
国
・
県
か
ら
管
内

の
旧
市
町
村
へ
合
計
で
20
億
円
の
交
付
税
な
ど

が
算
入
さ
れ
、
そ
れ
を
原
資
に
市
町
村
圏
基
金

を
創
設
し
そ
の
利
子
で
事
業
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

当
町
で
は
、「
虚
無
僧
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
返
還
金
の
金
額
に
に
つ
い
て
は
、
積

み
立
て
金
の
半
分
な
ど
で
約
１
億
円
と
な
り
ま

す
。

こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
料
を
上
げ
る

と
い
う
条
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
日
高
福
祉
エ
リ
ア
で
、
平
成
22
年
に
50
床

の
特
養
の
増
床
を
考
え
て
い
る
」
と
御
坊
日
高

老
人
福
祉
事
務
組
合
で
の
答
弁
も
あ
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
由
良
町
で
32
名
の
施
設
待
機
者
が
い

ま
す
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
ド
で
い
い
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

出
資
金
返
還
金
と
は
？

施
設
待
機
者
対
策
は
？

問答

問

農
業
政
策
へ
の

　
　
　
　
　補
助
金
増
額
を

自
主
財
源
で
、
人
件
費
を
ま
か
な
え
る

町
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
の
後
継
者
育
成
へ
補
助
金
の
増
額
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
？

（
町
長
）
人
件
費
が
賄
い
き
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、一
般
の
政
策
的
な
経
費
へ
、

そ
の
分
を
回
し
て
い
ま
す
。

　

当
該
年
度
の
予
算
を
組
む
上
で
、
そ
う
い
う

余
裕
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
活
動
に
つ
い
て
は
、
当
然
対
応
さ

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

答 問

今後の
下
水
道
計
画
は
？

どうなる
介
護
保
険
？

一般 質問

どうなる介護保険の新認定は？
統一した認定結果が出る

今年４月から、介護認定の見直しが始まります。従来の認定より軽い認定になるのではないかと心配
しています。判定が軽度に変われば、「利用限度額」「施設への報酬額」も変わります。十分な検証も

しないで、調査基準を変えるのはおかしいと考えます。
（住民福祉課長）認定調査員テキストの変更により、移動の機会が無い「重度の寝たきりの方」につ
いては一次判定の調査項目上、言われる通り「自立」と判断されます。

　しかし、新しい認定調査では、基本的に「目に見える」「確認しえる」という事実によって調査を行うこ
とが原則にしています。
　従来の認定より、バラツキの少ない統一した認定結果が出るものと思われます。

◎どう見る「平成百景」

問

答

他の質問

白崎・衣奈中学校区の住民の皆さんは、学校跡地利用の活用方法がまだ決まっていない事への不安や要望な
どあると思います。

　プロジェクトチーム案と３月６日に行われた白崎中校区関係者との意見交換会の現状と今後の対応について、衣
奈中学校跡地利用の事も踏まえてお聞きしたい。

（町長）それぞれの地域で、60余年の歴史がある学校です。
跡地利用については、校区の皆様方の意見を聞いた上で、最終的に議会の皆様とも相談して考えていかなけ

ればならないと思います。
（企画政策班長）今まで中学校跡地利用検討プロジェクトチームは、再利用の優良事例や研究など６回の検討
会を開催しました。

　白崎中については、新しい校舎であるため「合宿施設・貸事務所・図書館」など有効的なリニューアルを図るべ
き意見が出されていますが、保育所統合も含んだ転用案も検討中です。
　衣奈中の校舎については、耐震等の不安があり「耐震補強をしないで利用する方法」と「取り壊して跡地の活用
を図る方法」この２点の方向で検討中です。
　白崎地区の皆様との意見交換会では、グランドに関して「救急・災害時のヘリコプターの離発着場所」や「仮設
テント設営場所」として確保して欲しい。平常時は「子供たちの野球や高齢者の方々のグランドゴルフ」など、今
まで通りのグランドとして確保して欲しいとの意見が寄せられました。校舎については「保育所と老人が一体とな
れるような施設」など意見が出されました。
　今後、両地区で協議会を設立し、定期的に跡地利用について検討していきます。

　　　　　　　◎「子どもの育成支援」について　◎３保育所の統廃合を見据えた運営について

問

答

答

他の質問

広川南インターへの生活産業道路を 日高町の十分な協力が必要 白崎・衣奈中の跡地は？ 校区の皆さんの意見を聞いて判断したい

下水処理場の接続率の現状は？ 100％の接続率を目標に取り組みます

昨年６月に、町長が検討しておくと答弁された「広川南インター」から日高町原谷を経由してＪＲ紀
伊由良駅へと通じる生活産業道路の計画は？
（町長）日高町との協議の中で進めていかねばならない事です。
日高町の十分な協力が必要で、お互いに合意形成を先ず図らねばならない事と、25億円の投資事業

になり「それなりのメリットも必要である」との日高町長の返事でした。
　時間をかけて、議会の皆様からも日高町議会へ働き掛けて頂きたいと思います。

下水道事業の趣旨は、公衆衛生の向上・水質保全などですが、この事業への最終投資額は膨大な金額
となります。現在の接続率は？
（町長）平成14年から、供用開始している「畑・中クリーンセンター」で83％、「戸津井クリーンセ
ンター」は81％、「三尾川クリーンセンター」では30％、平成20年から阿戸・南・横浜・網代の一

部へ供用開始した「由良クリーンセンター」は32％と、それぞれの下水道接続率です。
　当初から100％の接続率を目標に受益者の皆様方のご理解を得られるよう努めていきます。
　　　　　　　◎公民館費について

問
答

問
答

他の質問

本会議（定例会開会）「提案理由説明」
本会議『一般質問』
本会議『議案審議』
本会議『議案審議』
本会議『議案審議』
本会議（定例会閉会）『議案審議』

３月５日（木）
６日（金）
９日（月）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
17日（火）
18日（水）

「定例会招集の告示」

議会運営委員会

本会議（定例会開会）「提案理由説明」
本会議『一般質問』
本会議『議案審議』
本会議『議案審議』
本会議『議案審議』
本会議（定例会閉会）『議案審議』

21年度 第１回 ３月定例会「会期日程」

町
内
の
下
水
道
計
画
の
な
か
で
、
残
り

は
里
・
門
前
・
小
引
地
区
が
残
っ
て
き

ま
す
。

　

今
後
の
見
通
し
は
？

（
上
下
水
道
課
長
）
平
成
20
年
度
で
、

江
の
駒
・
吹
井
地
区
が
事
業
認
可
を
国

か
ら
貰
い
、
24
年
度
ま
で
に
整
備
完
了
す
る
予

定
で
す
。

　

里
・
門
前
地
区
に
つ
い
て
は
、
25
年
度
に
事

業
認
可
を
頂
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。昨

年
、
12
月
定
例
会
で
「
合
併
浄
化
槽

の
補
助
金
」
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
県

へ
提
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
？

（
住
民
生
活
班
長
）
下
水
道
計
画
区
域

に
入
っ
て
い
な
い
里
・
門
前
・
小
引
地

区
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
も
国
が
３
分
の

１
、
県
３
分
の
１
、
町
３
分
の
１
と
い
う
形
で
、

５
人
槽
で
は
33
万
２
千
円
、
７
人
槽
で
は
41
万

４
千
円
の
補
助
金
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
町
長
）
県
費
補
助
に
つ
い
て
県
と
す

れ
ば
、
新
築
家
屋
は
建
築
基
準
法
で
の

合
併
浄
化
槽
設
置
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
補

助
を
廃
止
し
た
い
と
い
う
考
え
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
の
経
済
状
況
を
考
え
る
と
新
築

家
屋
が
進
ま
な
い
と
懸
念
し
た
結
果
、
大
ま
か

３
年
程
度
の
県
費
補
助
を
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問 答

答答

藤田 富三 議員 玉置 一郎 議員 川出 　純 議員

3月
定例会
3月
定例会 定例会は、ケーブルTVで放映（生中継・録画放送）定例会は、ケーブルTVで放映（生中継・録画放送）定例会は、ケーブルTVで放映（生中継・録画放送）

（
住
民
福
祉
課
長
）
日
高
管
内
で
２
３

９
名
の
待
機
者
が
い
ま
す
。

　

県
の
計
画
に
基

づ
い
て
、
施
設
の

増
床
設
置
許
可
が

お
り
ま
す
。
由
良

町
が
50
床
増
や
そ

う
と
い
う
も
の
で

は
な
い
の
で
、
ご

了
承
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま

す
。 答

平成21年５月　由良町こんにちは議会です　№82 平成21年５月　由良町こんにちは議会です　№82




